






要約 

先に核黄疸の発症には,リポ蛋白結合ビリルビンの関与が大きいと思われる実験結果を報

告した 1)。今回リポ蛋白結合ビリルビンが其のままの形で脳血清関門を通過するのか,結

合が外れてフリービリルビンの形で移行するのかを明らかにするため，重水素ラベルリポ

蛋白及びローダミンBラベルリポ蛋白を用い検討した。その結果,コレステロールエステル

の脳への移行を調べたところ,重水素ラベルリポ蛋白結合ビリルビン注入群小脳で重水素

ラベルリボ蛋白注入群に比し有意な上昇が認められた。大脳に関しては両群間で差は無か

った。ローダミン Bラベルリポ蛋白を用い,生後 1週令と 7週令の NAR で脂質の脳への移行

を検討した結果,小脳では7週令に比し1週令のラットの方が大であったが大脳に関しては

あまり差が無かった。 


